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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
  最近の業績の動向等を踏まえ，平成 17 年 6 月 17 日の中間決算発表時に公表した
業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 
１ 17年 10月期 個別通期業績予想数値の修正（平成 16年 11月 1日～平成 17年 10月 31
日） 

（金額の単位：百万円） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) ９，２４０ ５００ １７０ 
今 回 修 正 予 想 ( Ｂ ) ９，０４２ ４５０ ４０ 
増   減   額 (Ｂ－Ａ) △１９８ △５０ △１３０ 
増    減    率（％） △２.１% △１０．０% △７６．５% 
前期（平成 16年 10月期）実績 ３９，６５８ ４，４７０ ２，４８０ 
 
２ 17年 10月期 連結通期業績予想数値の修正（平成 16年 11月 1日～平成 17年 10月 31 
日） 

（金額の単位：百万円） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) ３１，０００ ８００ ３５０ 
今 回 修 正 予 想 ( Ｂ ) ３１，５００ ７００ ３７０ 
増   減   額 (Ｂ－Ａ) ５００ △１００ ２０ 
増    減    率（％） １．６% △１２．５% ５．７% 
前期（平成 16年 10月期）実績 ４４，４３１ ４，３３７ ２，３２１ 



  

３ 修正の理由 
当社は本年 3月 1日付けで会社分割を行い、中核事業であったインクリボン等の OA関
連商品の製造販売事業をゼネラルテクノロジー株式会社に、リサイクルトナーなどの商品

の販売事業をゼネラルサプライ株式会社に承継いたしました。したがいまして、本年 4月
以降の個別数値には、持株会社としての業績数値を計上しております。 

 
（個別業績） 
利益につきまして、子会社の戦略的新製品（デジタルカメラ関連の消耗品）の立上げに

係る経費を、親会社として応分負担することとし「業務分担金」を特別損失に計上したこ

とにより、当期純利益は 130百万円減の 40百万円に修正いたしました。 
 
（連結業績） 
売上高につきましては 500百万円増の 31,500百万円、経常利益につきましては 100百万
円減の 700百万円、当期純利益につきましては 20百万円増の 370百万円に修正いたしまし
た。 
 
 
業績予想に関する注意事項 
 本資料に記載しております業績予想数値は、現時点で入手可能な資料に基づき算出して

おりますので、実際の決算数値とは異なる可能性があることにご留意ください。 
 

以 上 
 
 


